
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Welding 　Sooiety
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工．　 言

　 自動 車 製造分野 で は ，複数の ブ ラ ン ク材 を レ ーザ ー溶 接 に よ りつ な ぎ合 わせ た 後 に成形

する テ
ー

ラ
ー ドブ ラ ン クが注 目 され て い る． テ

ー
ラ

ー
ド ブ ラ ン ク で は

， 溶接部 の 成
．
形性が

重要で ある． また，成形性 は 溶接部の 硬 さと相関が ある こ とが知 られて い る ．そ こ で 本研

究で は
， 強化機構 の 異 なる高 張 力鋼板の レ

ーザ ー
溶接部及 び溶接後熱処理（PWHT ）後の 硬

さ変化 を調査 した ． また，PWHT 後の 硬 さ変化 の 予測 に つ い て の 検討を行 っ た ．
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　供試材 に は Table　lに示す 化学成分の 熱延高張力鋼板 （板厚3mm ）を用 い た ．溶接 は

2，5kW の CO2 レ
ー

ザ
ーを用 い ビ ー ドオ ン に て 行 っ た ．

　　　　　　　　　 TabIe　l　Chemical　cornposltion 　of 　steels　used （mas 　s　90）

Mark C Si Mn Nb Cr

Steel　C 0．14 0．03 1．33 層 一

Steel　Nb 0．08 0，10 1．45 0．04 ，

Steel　Cr 0．05 LOl i．33 一 099

溶接 条 件 は
， 速度 ：17〜67mm ！s ， 焦点距離 Omm ，シ

ール ドガ ス ：O．171！sAr とした ．また

PWHT は ，溶接速度 33mm ！s の試料 に つ い て
， 赤外線加熱炉 を用 い Ar雰囲気 中で行 っ た ．

加熱速度は 20Kfs と し， 所定時間保持 後x ア 吹 き付 け に よる 強制 冷却を行 い ，冷却速度

20K！s と した ．　 PWHT 温度は773K 〜1（n3K ， 時間は 180〜18ks に 変化 させ
， 組織 ， 硬 さへ の

影響 を調 べ た ．

3．PWHT
疋‘

の 石
’
r さ ・

ぐl

　PWHT に よる 硬 さ変化は ，
ア ブ ラ ミタ イプの等温 変態の 速度式（1）で表 され る と仮定 し

た．

　　　　　　　　　　　　　　　X＝1−exp （一（kt）
n
）
…
　　 （1）

次に ，本研究 の 熱処 理 範囲で は ，単
一の 活性 化 エ ネル ギ

ーを持 つ 素過程 と考え ， 式（2）に

示 すア レ ニ ウ ス の 反応速度式 に従 うと して ， 温度依存性 を与えた．

　　　　　　　　　　　　　　　k＝ Aexp ←QIRT）・
　
・
　
◆
（2）
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　Fig．1に溶融 部の 硬 さに及 ぼ す溶接速度の 影響 を示す．　Nb 鋼 は67mm ！s まで 溶接速度の 増

加 とと もに硬 さは増 加す るが
，
C 鋼，　 Cr鋼 は33mm ！s まで は 硬 さは増加す るが ， それ以 上 の

溶接速 度で は あ まり増加 して い な い ．これ は こ れ らの 鋼 で は 33mm ！sで ほ ぼ マ ル テ ンサ イ

ト組織 に な っ て い る ため と考 え られ る．

　Fig．2，　 Fig，3に溶 融部の 硬 さ に及 ぼす PWHT 温度お よび時間の 影 響を示す ．　 C鋼，　 Cr鋼 は

温度上 昇 に伴 っ て 硬 さの 低下 が 見 られ るが
，
Nb 鋼 は 973K まで は 硬 さの 低下 は 小 さ い ．こ

れ は Nb の 炭窒化物の 析 出 に よ る 回復 の 遅 れ と析 出強化 に よ る と考え られ る ．

　Fig．4 に式（D ， （2）を用 い て 求め たPwHT 後 の 硬 さ予 測値 と実測値 の 比較 をcI鋼 に つ い て

溶 接 学 会全国 大 会 講 演概要　第61集 （
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示す． 1（η3K −180sの PWHT 条件以 外で は予測 可 能で あ っ た ． この PWHT 条件で うま く千測

で きな か っ た理 山は ， 1073K で はAcl 点を越 えて い る ため ，
セ メ ン タ イ トの 再溶解 や セ メ

ン タ イ トと と もに 島状 マ ル テ ン サ イ トが 生 じ ，973K 以下 の 熱 処理 とは 明 らか に 異な る機

構が 硬 さ変化 に 影響 を及 ぼ した ため と考え られ る．C 鋼 に つ い て も同様の 結果が 得 ら れ た ．

Nb 鋼 に つ い て は，こ の 方法で は予 測不 能で あ っ た ．これ は炭窒化物の 析 出に よ り，鋼 の

焼 き戻 し過程が 単
．一

の 素過程で ある とす る仮定 に反 して い るた め と考え られる ，

蝿

　C 鋼，C 【鋼 の PWHT 後の 硬 さは，硬 さの 変化率をア ブ ラ ミタ イプ の 式で 近似 し，ア レ ニ

ウ ス の 反応速度式を用 い て 温 度依存性 を与 え る こ とで 予 測可能で あ っ た．Nb 鋼 に つ い て

は ，炭 窒化物σ）析出 を考慮 に入 れた硬 さ予測 を行 う必要が あるこ とが示唆 され た ，
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Fig．正Effect　ofwelding 　speed 　on 　ViCkers
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Fig．2　Effectof　PWHT 　temperature　on

　　　ViCkers　hardness　ofweld 　metal

　　　　　　（PWHT 　time ：180s）
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Fig．3　Effect　of 　PWHT 　time　onViCkers

　　 　hardness　ofweld 　metal
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